
 
 

 

 

１１月２９日（水）「第１０回みずき野寄席」が中央公民館で開催されました。「みずき野寄席」

は毎年恒例のイベントで今回は第１０回記念です。なじみの桂伸衛門師匠と、故桂歌丸さん（笑

点の司会でお馴染み）の孫弟子、前座の桂れん児さんの公演です。 

 

みずき会澤田会長の挨拶に続き、６丁目の山口様がご挨拶。山口様は、みずき野寄席に最初か

ら関わってこられ、今回も公演の仲介役としてご尽力いただきました。また、７丁目の端山様に

は、高台、襖などの舞台道具や音響セッティングをご担当いただきました。 

 

弱冠二十歳の初々しい落語家、桂れん児さんの「真田小僧」の噺から始まり、桂伸衛門師匠が

中入りを挟んで、古典の「八
はち

問答
もんどう

」、「幾代
い く よ

餅
もち

」、「鰍沢
かじかさわ

」と自作の新作落語「ごちそうさま」を

披露してくださいました。噺の締めくくりは、恒例の「かっぽれ」です。２秒間の踊りをレクチ

ャーしていただき全員で踊り、とても盛り上がりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

皆さん、「楽しかった」、「噺を５つも聞けて良かった」、「孫と同じ年頃のれん児さんを応援

したくなった」など大好評でした。 

 

第１０回記念 みずき野寄席 
大好評！ 

桂れん児さんの「真田小僧」 桂伸衛門師匠の古典落語 

桂伸衛門師匠の「かっぽれ」 本日の演目 


